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主催　
一般財団法人 山波言太郎総合文化財団
神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-4-11 TEL 0467(24)6564　https://yamanami-zaidan.jp
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〈第２部〉 宮沢賢治 デクノボーの生き方
講演　熊谷えり子

霊性の視点から、宮沢賢治の生涯と『雨ニモマケズ』、
『銀河鉄道の夜』などの核心を語る。

熊谷えり子プロフィール
山波財団代表理事。でくのぼう宮沢賢治の会主宰。著書『こころで読む宮沢賢治』
『スピリチュアルな宮沢賢治の世界』『ネオ・スピリチュアリズム 』ほか

〈第１部〉ありがとう 宮沢賢治先生
企画・演出・朗読　でくのぼう宮沢賢治の会

農学校教師時代の賢治の教え子たちが語る、
涙と笑いの感動のエピソードを、
朗読と当時の貴重な映像と音楽でつづる。

朗読と講演「デクノボー 宮沢賢治先生」

”大きな勇気を出してすべてのいきもののほんとうの幸福をさがさなければいけない”

宮沢賢治
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”宮沢賢治は、地球が愛の星になるようにと、一生懸命デクノボー（愛の人）になって
童話を書きました。だから童話は透明な風、愛のエネルギーでいっぱいです”

熊谷えり子

【所在地】一般財団法人 山波言太郎総合文化財団　〒248-0014 神奈川県鎌倉市由比ガ浜 4-4-11
【電話番号】TEL 0467（24）6564　FAX 0467（23）8742 10:00～18:00　【定休日】火・水　※当団体は宗教および宗教団体とは一切関係ありません

●JR 鎌倉駅から徒歩約15分
鎌倉駅東口を出て、若宮大路を右手に折れ海岸方向へ
進みます。交差点「海岸橋」を右折。最初の路地を
左折し、道なりに進んだ右側です。路地の入口の向か
いには、鎌倉の景観重要建築物「篠田邸（旧村田邸）」

があります。

●江ノ電 和田塚駅から徒歩約5分
和田塚駅改札を出て、踏切を左に見ながら、右へ海岸
方向に進みます。交差点「和田塚入口」を左折。道なり
に進み、最初の路地を右折。道なりに進んだ右側です。
路地の入口の向かいには、鎌倉の景観重要建築物
「篠田邸（旧村田邸）」があります。

●主要ターミナルからの目安時間
東京駅から、JR 横須賀線にて約 55 分。羽田空港から、
京浜急行に乗り、横浜駅で JR 横須賀線に乗り換えて
約 1時間。成田空港から、成田エクスプレスに乗り、
大船駅で JR 横須賀線に乗り換えて約 2時間。
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【山波財団アクセス】




